
［成果情報名］良食味で耐冷性が強い水稲早生低アミロース米品種「ふ系222号」の育成

［要約］水稲「ふ系222号」は育成地では“早生”に属する低アミロース米系統で、障害型

耐冷性が“極強”と強く、玄米品質、食味が「かけはし」より優れる。青森県の早生一般

主食用として認定品種に指定され、良質・良食味米の安定生産が期待される。
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［背景・ねらい］

青森県の早生粳奨励品種には「かけはし」が指定されているが、品質、食味、耐冷性が

不十分なため、年次による産米の玄米品質、食味等の変動が大きく、特に低温年における

作柄が不安定になっている。また、近年、中生品種「まっしぐら」が適地を越えて作付け

されているが低温年では登熟気温が十分確保できず、品質低下などの影響が出ている。そ

のため、良質・良食味で、障害型耐冷性、いもち病抵抗性などの特性が優れる早生品種が

求められており、「かけはし」に替わる品種を育成する。

［成果の内容・特徴］

１．「ふ系222号」は、耐冷性が強く、良質・良食味な早生品種育成を目標に、2000年夏

に「ふ系182号」を母、「北海287号」を父として人工交配を行った。更に、2000年冬、

2001年冬、2002年冬に「ふ系182号」の交配を行い、その後代から育成された系統で、

「おぼろづき」と同じ低アミロース性遺伝子を保有する。

２．出穂期は「かけはし」より３日程度遅く、成熟期は「かけはし」並で、育成地での熟

期は“早生”である（表１、２）。

３．稈長は「かけはし」よりやや長い“短稈”で、耐倒伏性は「かけはし」より弱い “や

や強”である。穂数は「かけはし」より少なく、草型は“偏穂重型”である。（表１、

２）。

４．障害型耐冷性は「かけはし」より強い“極強”である。いもち病真性抵抗性遺伝子型

は“Pia,Pii”と推定され、圃場抵抗性は葉いもち、穂いもちともに“やや強”である。

穂発芽性は「かけはし」より発芽しにくい“やや難”である（表２）。冷害年では「か

けはし」に比べ不稔発生が少なく、収量が多い（図１）。

５．収量は「かけはし」並かやや少なく、玄米千粒重は「かけはし」並かやや小さい。玄

米品質は「かけはし」よりやや優る“上下”で、検査等級も優る。

６．白米のアミロース含有率は「かけはし」より５％程度低い（表１）。

７．飯米は光沢があり、食味は粘りが強く「かけはし」より優り、「まっしぐら」並の“上

中”である。

８．直播栽培では、「かけはし」より苗立率が高く、耐倒伏性は強い。収量は「かけはし」

より多く、玄米品質、検査等級は「かけはし」よりやや優る（表１）。

［成果の活用面・留意点］

１．青森県で、一般主食用として「かけはし」に替わる認定品種に指定され、普及見込み

面積は80haである。

２．栽培適地は、青森県の上北北部・上北太平洋沿岸・下北・津軽半島北部地帯である。

３．障害型耐冷性は“極強”であるが、幼穂形成期以降の低温時には深水管理をし幼穂を

保護する。



［具体的データ］

表１ 「ふ系222号」の調査成績
交配組合せ ふ系182号＊4 ／ 北海287号

栽培条件(調査年次) 移植栽培(2007～2010年) 湛水直播栽培(2008～2010年)

形 質 ふ系222号 かけはし まっしぐら ふ系222号 かけはし まっしぐら

苗立率(%) － － － 55.4 47.5 53.5

出穂期(月.日) 8. 2 7.30 8. 5 8.12 8. 6 8.15

成熟期(月.日) 9.12 9.12 9.19 9.27 9.22 10. 5

稈長(cm) 74 71 72 72 68 70

穂長(cm) 17.3 16.6 17.4 17.6 17.6 18.2

穂数(本/㎡) 427 448 417 481 447 475

倒伏程度(0-5) 0.1 0.0 0.0 0.1 0.9 0.2

玄米収量(kg/a) 57.3 58.0 59.3 63.2 58.3 61.5

対標準比(%) 99 (100) 102 110 (100) 108

玄米千粒重(g) 23.0 23.1 22.6 23.7 24.2 22.9

玄米品質(1-9) 上下(4.5) 上下(5.9) 上下(4.5) －(4.4) －(5.3) －(4.7)

検査等級 2中 3上 2下3上 2上 2上2中 2下3上

冷害年（2007年）を除く

玄米収量(kg/a) 61.9 65.3 62.8 － － －

対標準比(%) 95 (100) 96 － － －

食味 上中 中上 上中 － － －

(基準まっしぐら) (0.33) (-0.29) (0)

白米ﾀﾝﾊﾟｸ含有率(%) 7.7 7.8 7.6 7.9 8.3 7.4

白米ｱﾐﾛｰｽ含有率(%) 14.3 19.4 18.9 16.6 20.6 20.2

注．育成地（十和田市）における試験成績である。倒伏程度は０(無)～５(甚)の６段階で評価した。
玄米収量は1.9mmの篩で選別後の値である。玄米品質は０(優)～９(劣)で評価した。検査等級は、
１上、１中～３下、規格外の10段階による評価である。食味は-3（基準よりかなり劣る）～+3（基
準よりかなり優る）により評価した平均値で、試験は２回行った。

表２ 「ふ系222号」の特性
特性 ふ系222号 かけはし まっしぐら

早晩性 早生 早生 中生早

草型 短稈 短稈 短稈

偏穂重型 中間型 偏穂重型

芒の有無･分布 有･上半分 有･上半分 有･全体

最長芒の長さ 極短 極短 極短

脱粒性 難 難 難

耐倒伏性 やや強 強 強

穂発芽性 やや難 やや易 やや難

障害型耐冷性 極強 強 やや強

いもち病抵抗性 図１．冷害年の収量と不稔歩合
推定遺伝子型 Pia,Pii Pii Pia,Pii

葉いもち やや強 中 強

穂いもち やや強 中 やや強

白葉枯病抵抗性 やや弱 やや弱 －
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注．十和田市、2007年、生産力検定圃場
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